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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
異
世
界
・
オ
ー
リ
エ
ン

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
２
５
７
Ａ

【
作
者
名
】

　
サ
イ
キ
ア
ス
カ

【
あ
ら
す
じ
】

　
真
紅
は
、
普
通
の
人
間
み
た
い
だ
け
ど
、
ぜ
ん
ぜ
ん
違
う
！
な
ん
と
真
紅
は
・

し
ん
く

・
・
・
。
そ
し
て
真
紅
は
、
異
世
界
・
オ
ー
リ
エ
ン
に
来
る
。
そ
こ
で
出
会
っ

た
の
は
、
少
年
―
―
キ
セ
。
そ
し
て
、
真
紅
と
キ
セ
と
そ
の
仲
間
た
ち
が
繰
り

広
げ
る
、
行
く
先
判
ら
な
い
、
な
ぞ
の
物
語
が
始
ま
る
！
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第
一
編
　
１
－
１
（
前
書
き
）

不
完
全
っ
て
、
悲
し
い
よ
ね
・
・
。
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第
一
編
　
１
－
１

黄
金
の
膝
ま
で
あ
る
長
い
髪
。

そ
れ
を
、
鮮
や
か
な
赤
い
リ
ボ
ン
で
左
右
後
方
両
サ
イ
ド
で
結
っ
て
い
る
。

背
は
、
と
て
も
と
い
わ
ん
ば
か
り
に
い
小
さ
い
。

透
き
通
っ
た
青
い
眼
に
、
細
い
手
足
。

透
明
な
白
い
肌
。

大
人
っ
ぽ
い
、
白
い
く
し
ゅ
っ
と
、
し
わ
に
な
っ
て
い
る
長
袖
の
ト
ッ
プ
ス
。

薔
薇
の
刺
繍
が
目
立
つ
。

短
い
デ
ニ
ム
の
ス
カ
ー
ト
の
中
に
、
短
い
ズ
ボ
ン
を
は
い
て
い
る
。

彼
女
―
―
東
宝
真
紅
は
、
大
き
な
自
分
の
家
の
敷
地
に
あ
る
、
池
の
前
に
い
た
。

と
う
ほ
う
　
し
ん
く

東
宝
家
は
、
山
を
何
個
も
持
っ
て
い
る
よ
う
な
大
き
な
家
柄
で
あ
る
。

そ
の
中
の
、
令
嬢
な
の
だ
か
ら
当
然
お
と
な
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
。

―
―
い
や
、
そ
れ
は
一
時
の
思
い
込
み
な
の
だ
。

全
て
の
令
嬢
が
、
お
と
な
し
い
・
物
静
か
だ
と
思
う
の
は
間
違
っ
て
い
る
。

真
紅
の
場
合
、
一
度
脱
走
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

そ
の
と
き
は
、
家
の
者
全
員
で
追
い
か
け
た
が
、
と
う
と
う
捕
ま
ら
な
か
っ
た
。

ま
だ
あ
る
。

真
紅
は
な
ん
と
、
家
の
周
り
に
、
あ
り
え
な
く
深
い
（
大
体
７
～
８
ｍ
）
の
落

と
し
穴
を
１
０
個
以
上
は
創
っ
た
。
し
か
も
一
晩
で
。

そ
し
て
、
ま
だ
あ
る
。

真
紅
の
場
合
、
料
理
が
下
手
で
あ
っ
た
。

小
さ
い
頃
か
ら
英
才
教
育
を
受
け
て
き
た
真
紅
。

頭
は
、
小
六
の
体
で
東
大
の
学
力
は
あ
る
。

な
の
に
、
料
理
な
ど
の
家
庭
科
は
ど
う
し
て
も
ダ
メ
で
あ
っ
た
。

ク
ッ
キ
ー
で
ハ
ー
ト
を
作
っ
て
も
、
絶
対
に
岩
形
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
も

マ
ズ
イ
。
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家
の
メ
イ
ド
さ
ん
が
一
度
食
べ
た
。

す
る
と
、
そ
の
メ
イ
ド
さ
ん
は
１
ヶ
月
間
苦
し
ん
だ
そ
う
だ
。

ま
だ
あ
る
が
、
説
明
し
て
い
る
と
、
時
間
も
生
き
て
い
る
時
間
も
消
え
る
。

真
紅
は
、
池
に
写
っ
て
い
る
月
を
見
て
い
た
。

な
ぜ
か
、
ホ
ン
モ
ノ
よ
り
も
面
白
か
っ
た
か
ら
だ
。

風
が
吹
く
た
び
に
、
月
が
揺
れ
る
。

「
―
―
―
―
・
・
・
様
・
・
！
」

ピ
ク
ッ
、
と
真
紅
の
体
が
揺
れ
る
。

「
お
嬢
様
―
―
―
！
ど
こ
で
す
か
―
―
！
？
」

ワ
イ
ワ
イ
と
ざ
わ
つ
き
が
近
づ
い
て
く
る
。

―
―
家
の
者
だ
・
・
！

真
紅
は
そ
う
思
っ
た
。

だ
が
、
動
き
は
し
な
い
。

こ
こ
は
、
絶
対
に
見
つ
か
ら
な
い
。

―
―
こ
こ
は
、
異
世
界
・
オ
ー
リ
エ
ン
だ
か
ら
だ
。

常
人
じ
ゃ
見
つ
け
ら
れ
な
い
。

真
紅
が
こ
こ
を
見
つ
け
た
の
は
「
あ
の
日
」
の
直
後
で
あ
っ
た
。

「
あ
の
日
」
と
は
・
・
真
紅
の
両
親
が
死
ん
だ
日
で
あ
る
。

真
紅
の
両
親
は
、
ま
だ
、
真
紅
が
幼
い
頃
に
死
ん
だ
。

謎
の
炎
に
焼
か
れ
、
死
ん
だ
。

真
紅
が
、
光
を
失
い
、
彷
徨
っ
て
い
た
時
で
あ
る
。

突
然
、
魔
方
陣
が
現
れ
た
。

こ
の
魔
方
陣
は
普
通
の
魔
法
陣
に
、
も
う
一
つ
、
周
り
が
付
い
て
い
た
。

真
紅
が
近
づ
い
た
と
同
時
に
、
周
り
が
回
っ
た
。

そ
の
瞬
間
、
謎
の
扉
が
現
れ
、
そ
れ
が
こ
こ
へ
の
入
り
口
と
い
う
わ
け
で
あ
っ

た
。

「
は
ぁ
・
・
・
」

真
紅
は
見
飽
き
た
の
か
、
近
く
の
木
に
腰
掛
け
た
。
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ホ
ン
モ
ノ
は
完
全
だ
。

ニ
セ
モ
ノ
は
不
完
全
だ
。

真
紅
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
不
完
全
の
ほ
う
が
好
き
で
あ
る
。

実
際
、
真
紅
は
普
通
の
人
間
と
は
違
う
。

「
失
敗
作
」
で
あ
る
。

生
ま
れ
る
前
の
真
紅
は
、
も
う
、
自
分
の
父
親
の
手
に
よ
っ
て
力
を
埋
め
込
ま

れ
て
い
た
。

不
思
議
な
力
・
謎
の
力
・
可
笑
し
な
力
。

―
―
失
敗
作
は
使
え
な
い
。

そ
う
、
真
紅
は
聞
こ
え
た
。

「
―
―
―
―
―
―
―
―
？
」

ど
こ
か
ら
か
、
人
の
気
配
が
し
た
。

・
・
・
・
・
・
気
の
せ
い
？

真
紅
は
そ
う
思
っ
た
。

ガ
サ
・
・
ガ
サ
サ
ッ
！

確
か
に
、
人
の
気
配
が
し
た
し
、
音
も
聞
こ
え
た
！

真
紅
は
不
思
議
と
怖
く
は
無
か
っ
た
。

む
し
ろ
、
殺
人
鬼
な
ら
ば
、
殺
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

が
、
殺
人
鬼
で
も
な
ん
で
も
な
か
っ
た
。

た
だ
の
―
―
少
年
で
あ
っ
た
。

真
紅
よ
り
、
１
歳
ほ
ど
大
き
い
ら
し
い
。

少
年
は
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
頭
を
し
て
い
て
、
少
し
長
い
髪
だ
。

眼
は
、
髪
の
色
よ
り
も
少
し
濃
い
、
オ
レ
ン
ジ
。

服
は
流
行
と
い
う
感
じ
の
服
で
あ
り
、
真
紅
を
見
つ
け
る
と
、
大
き
い
フ
ー
ド

を
深
く
か
ぶ
っ
た
。

「
・
・
・
・
誰
？
」

真
紅
が
聞
く
。

少
年
は
顔
が
見
え
な
く
て
も
、
驚
い
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
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「
オ
マ
エ
・
・
こ
こ
の
住
人
じ
ゃ
ね
ー
だ
ろ
・
・
む
し
ろ
・
・
オ
マ
エ
・
・
男
・

・
？
」

「
・
・
は
あ
ぁ
？
」

真
紅
は
、
眉
を
し
か
め
た
。

「
何
言
っ
て
ん
の
？
大
丈
夫
？
あ
た
し
は
、
女
だ
よ
。
正
真
証
明
の
、
ね
」

「
女
・
・
・
・
・
・
・
？
」

「
そ
う
、
女
」

し
ば
ら
く
二
人
の
、
間
に
沈
黙
が
流
れ
た
。

真
紅
は
、
首
を
か
し
げ
る
。

何
？
こ
の
人
・
・
可
笑
し
い
。
女
も
知
ら
な
い
な
ん
て
・
・
。
大
丈
夫
か
な
？

真
紅
は
そ
う
思
っ
た
が
、
口
に
は
出
さ
な
か
っ
た
。

そ
の
時
、
ガ
サ
、
ガ
サ
サ
ッ
、
と
茂
み
が
揺
れ
た
。

「
！
」

少
年
が
、
揺
れ
た
ほ
う
を
見
る
。

灯
り
が
ち
ら
ほ
ら
と
見
え
る
。

「
や
ば
っ
・
・
」

少
年
は
、
素
早
く
木
の
上
に
隠
れ
る
。

真
紅
の
口
を
塞
ぎ
な
が
ら
。

「
ふ
ぐ
～
～
！
？
ふ
ぐ
～
！
」

真
紅
は
わ
け
の
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
叫
ぶ
。

「
黙
れ
。
殺
さ
れ
る
ぞ
」

少
年
が
声
を
押
し
殺
し
て
言
う
。

「
！
」

真
紅
の
体
が
そ
の
言
葉
を
聴
い
て
、
止
ま
っ
た
。

が
、
す
ぐ
に
後
悔
の
念
に
襲
わ
れ
た
。

な
ん
で
？
あ
た
し
・
・
死
に
た
い
の
に
・
・
。

何
で
、
止
ま
っ
て
る
の
？

可
笑
し
い
よ
・
・
も
し
か
し
て
・
・
ま
だ
あ
た
し
・
・

「
・
・
・
嘘
」

真
紅
は
、
す
ぐ
傍
に
い
る
少
年
に
も
聞
こ
え
な
い
よ
う
な
と
て
も
小
さ
な
声
で



7

言
う
。

「
何
か
言
っ
た
？
」

真
紅
は
首
を
左
右
に
振
る
。

少
年
は
そ
れ
を
見
て
、
「
そ
う
か
」
と
い
っ
て
す
ぐ
に
、
灯
り
の
方
を
見
る
。

―
―
ナ
ン
デ
？

真
紅
は
、
硬
直
し
た
。

今
の
は
、
真
紅
の
声
で
は
無
い
。

似
て
い
る
け
ど
違
う
。

も
っ
と
、
冷
た
い
、
押
し
殺
し
た
よ
う
な
声
。

真
紅
は
、
上
を
見
る
。

ゾ
ク
ッ
！
と
、
背
筋
に
冷
た
い
も
の
が
走
る
。

真
紅
が
見
た
の
は
、
と
て
も
冷
た
い
、
怖
い
顔
で
あ
っ
た
。

眼
に
は
光
は
無
く
、
た
だ
、
赤
く
・
つ
ま
ら
な
い
も
の
を
見
る
よ
う
な
眼
で
あ

り
、
一
つ
一
つ
の
動
き
は
、
ま
る
で
何
か
を
切
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
動
い

て
い
る
。

大
き
な
フ
ー
ド
付
き
の
、
黒
い
マ
ン
ト
の
下
に
、
赤
い
タ
ン
ク
ト
ッ
プ
と
、
赤

く
ベ
ル
ト
が
付
い
た
、
か
な
り
、
だ
ぶ
だ
ぶ
な
長
ズ
ボ
ン
。

真
っ
赤
な
ほ
ど
赤
く
、
長
い
髪
。

髪
に
つ
い
て
い
る
、
小
さ
な
鈴
が
、
風
に
揺
ら
れ
、
リ
ン
ッ
と
、
鳴
る
。

―
―
危
な
い
。

真
紅
は
、
一
瞬
で
そ
う
感
じ
取
っ
た
。

し
か
し
、
今
は
逃
げ
ら
れ
な
い
。

「
ダ
イ
ジ
ョ
ウ
ブ
・
・
・
イ
マ
ハ
オ
ソ
ワ
ナ
イ
カ
ラ
」

少
女
が
冷
た
い
声
で
言
う
。

「
え
っ
・
・
？
」

「
イ
マ
ハ
オ
ソ
ワ
ナ
イ
・
・
で
も
、
次
は
・
・
・
覚
悟
し
て
お
く
ん
だ
ね
」
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少
女
・
・
い
や
、
よ
く
見
れ
ば
少
年
が
真
紅
の
前
に
一
瞬
で
現
れ
そ
う
言
っ
た
。

「
―
―
―
―
―
―
―
誰
？
」

真
紅
は
こ
の
状
況
の
中
で
も
、
名
を
聞
い
た
。

「
・
・
ボ
ク
は
、
グ
レ
ン
。
こ
の
世
界
を
い
ず
れ
支
配
す
る
も
の
だ
」

少
年
―
―
グ
レ
ン
は
、
薄
く
笑
う
と
、
消
え
た
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

真
紅
は
一
気
に
体
の
力
が
抜
け
た
の
が
分
か
っ
た
。

「
ど
う
し
た
？
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
な
ん
で
・
・
・
も
・
・
・
無
い
」

真
紅
は
そ
う
い
っ
た
も
の
、
ひ
ど
く
動
揺
し
て
い
た
。

少
年
は
、
心
配
そ
う
な
顔
を
し
た
。

そ
れ
に
気
づ
い
た
、
真
紅
は
「
大
丈
夫
だ
よ
」
と
小
さ
く
言
っ
た
。

灯
り
も
よ
う
や
く
言
っ
た
頃
、
少
年
は
言
っ
た
。

「
今
日
は
、
家
に
来
い
。
オ
マ
エ
・
・
精
神
的
に
危
険
だ
か
ら
」

精
神
的
と
い
う
の
は
、
今
の
真
紅
に
ピ
ッ
タ
シ
の
言
葉
で
あ
っ
た
。

真
紅
は
、
ひ
ど
く
動
揺
し
て
い
て
、
動
け
は
し
な
い
。

と
い
う
よ
り
、
気
を
失
い
か
け
て
い
た
。

「
は
あ
～
～
～
～
～
・
・
」

少
年
は
、
大
き
な
た
め
息
を
つ
く
と
、
真
紅
の
ほ
う
へ
向
い
た
。

今
の
真
紅
は
、
ま
さ
に
「
壊
れ
た
人
形
」
で
あ
っ
た
。

少
年
は
、
真
紅
を
抱
き
か
か
え
る
と
、
ま
た
フ
ー
ド
を
深
く
か
ぶ
り
、
木
を
わ

た
り
、
家
に
向
か
っ
た
。

ガ
チ
ャ
、
と
街
角
の
少
し
古
び
た
家
の
ド
ア
が
開
か
れ
る
。

「
た
だ
い
ま
・
・
」

少
年
は
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
に
言
う
。

「
お
っ
、
お
か
え
り
～
！
キ
セ
！
」

「
・
・
や
っ
と
帰
っ
た
か
・
・
遅
か
っ
た
な
」
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「
ホ
ン
ト
だ
よ
～
！
捕
ま
っ
た
か
と
思
っ
た
じ
ゃ
ん
！
・
・
・
あ
り
ぃ
？
」

家
の
中
に
居
た
４
人
の
少
年
は
、
少
年
―
キ
セ
の
ド
ア
を
開
け
た
音
に
よ
り
、

い
っ
せ
い
に
ド
ア
の
方
を
見
た
。

そ
し
て
そ
の
中
の
一
人
、
が
キ
セ
が
抱
い
て
い
る
、
少
女
―
―
真
紅
に
気
づ
い

た
。

「
・
・
お
よ
よ
？
誰
？
コ
イ
ツ
～
・
・
・
ま
さ
か
、
浮
気
！
？
オ
レ
と
い
う
存

在
が
あ
り
な
が
ら
～
！
！
」

「
な
ん
で
だ
よ
」

キ
セ
は
、
飛
び
掛
っ
て
き
た
少
年
―
―
ミ
ゼ
ル
を
、
ピ
ン
ッ
と
、
で
こ
ピ
ン
で

弾
き
飛
ば
す
。

「
う
ぅ
！
！
こ
の
浮
気
モ
ン
！
」

「
・
・
キ
セ
、
誰
だ
？
」

「
・
・
・
さ
あ
？
さ
っ
き
あ
っ
た
ば
っ
か
し
。
た
だ
、
男
じ
ゃ
な
い
」

「
・
・
・
・
？
男
じ
ゃ
な
い
？
ど
ー
い
う
こ
と
？
」

「
さ
あ
？
」

中
に
居
た
少
年
４
人
は
、
顔
を
し
か
め
る
。

キ
セ
は
、
相
変
わ
ら
ず
、
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
に
言
う
。

そ
し
て
キ
セ
は
、
近
く
の
ソ
フ
ァ
ー
に
、
真
紅
を
置
い
た
。

そ
の
時
、
な
ぜ
か
、
ソ
フ
ァ
ー
か
ら
飛
び
出
て
い
た
、
針
金
に
真
紅
の
胸
元
の

服
が
引
っ
か
か
っ
た
。

「
・
・
・
・
？
」

キ
セ
は
そ
れ
に
気
づ
い
て
い
な
く
。

横
に
寝
か
せ
よ
う
と
す
る
。

ビ
リ
ビ
リ
ビ
リ
ッ
！
と
、
真
紅
が
起
き
て
い
た
ら
、
や
ば
い
こ
と
に
な
り
か
ね

な
い
音
が
部
屋
に
響
い
た
。

「
あ
っ
」

少
年
―
―
レ
ー
ジ
が
、
「
や
っ
ち
ゃ
っ
た
」
と
い
う
顔
を
す
る
。

「
！
」

キ
セ
は
、
思
わ
ず
眼
を
大
き
く
開
け
た
。

「
ど
う
し
た
？
」
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少
年
―
―
ナ
キ
ア
が
聞
く
。

「
い
や
・
・
こ
れ
・
・
薔
薇
の
・
・
あ
ざ
・
・
？
」

「
薔
薇
の
あ
ざ
？
」

そ
の
瞬
間
。

ブ
ワ
ア
ッ
！

と
、
辺
り
を
輝
く
赤
い
も
の
が
覆
っ
た
。

「
・
・
薔
薇
の
花
び
ら
・
・
！
？
」

そ
の
瞬
間
、
薔
薇
の
花
び
ら
が
一
斉
に
消
え
、
中
か
ら
赤
く
光
る
、
神
秘
的
な

小
さ
な
少
女
が
現
れ
た
。

『
こ
ん
ば
ん
は
・
・
我
が
主
人
の
秘
密
を
知
っ
た
者
』

少
女
は
、
に
っ
、
と
笑
っ
て
言
っ
た
。

「
我
が
主
人
の
秘
密
！
？
」

『
そ
う
で
す
。
私
の
主
人
・
・
真
紅
様
は
、
人
間
で
す
が
、
人
間
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
う
、
例
え
て
言
う
な
ら
ば
・
・
・
「
ド
ー
ル
」
・
・
「
生
き
た
人
形
」

で
す
』

「
生
き
た
・
・
・
人
形
？
」

『
そ
う
で
す
。
こ
の
力
は
、
真
紅
様
の
お
父
様
・
ミ
ゼ
ラ
ー
ル
様
が
埋
め
込
ま

れ
た
も
の
で
す
』

「
父
親
に
・
・
・
・
・
」

『
こ
の
あ
ざ
は
、
そ
の
証
拠
』

少
女
は
そ
う
言
う
と
、
す
う
っ
、
と
消
え
て
い
っ
た
。

そ
の
刹
那
、
真
紅
は
目
を
覚
ま
し
た
。

そ
し
て
・
・
。

「
！
？
・
・
・
・
み
・
・
見
た
？
・
・
ス
イ
ラ
ー
ム
・
・
を
・
？
」

キ
セ
は
コ
ク
リ
と
頷
く
。

「
―
―
―
―
―
―
―
―
―
っ
っ
・
・
」

真
紅
は
言
葉
を
一
瞬
失
っ
た
。
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悲
し
み
に
満
ち
た
顔
で
あ
っ
た
。

「
ス
イ
ラ
ー
ム
・
・
・
・
」

真
紅
は
眼
を
ギ
ュ
ッ
と
、
瞑
っ
た
。

そ
し
て
、

「
お
願
い
・
・
・
忘
れ
て
・
・
」

真
紅
の
眼
か
ら
は
、
透
明
な
雫
が
落
ち
た
。

「
お
父
様
・
・
・
な
ん
で
、
あ
た
し
だ
け
・
・
こ
ん
な
「
不
完
全
」
な
の
・
・

？
」

真
紅
は
ポ
ツ
リ
と
言
っ
た
。

そ
し
て
、
真
紅
は
と
う
と
う
泣
き
出
し
た
。

「
お
父
様
・
・
な
ん
で
？
お
父
様
・
・
」

そ
う
小
さ
く
何
度
も
呟
き
な
が
ら
。

そ
の
と
き
、
真
紅
の
前
に
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
た
。

「
泣
く
な
よ
」

キ
セ
で
あ
っ
た
。

「
そ
う
そ
う
！
人
生
明
る
く
！
」

異
常
に
明
る
い
少
年
―
―
ミ
ゼ
ル
。

「
そ
ー
だ
よ
。
ほ
ら
、
食
べ
る
？
」

お
皿
を
持
っ
た
、

レ
ー
ジ
が
ス
ー
プ
を
差
し
出
す
。

「
こ
れ
う
ま
い
よ
、
絶
対
元
気
出
る
っ
て
！
」

ミ
ゼ
ル
ま
で
と
は
い
か
な
い
が
、
明
る
い
少
年
―
―
ナ
キ
ア
。

「
泣
い
て
ち
ゃ
、
ダ
メ
。
明
る
く
い
か
な
き
ゃ
」

こ
の
中
で
、
キ
セ
の
次
に
し
っ
か
り
し
て
い
る
少
年
―
―
ル
イ
ー
ゼ
。

「
あ
っ
・
・
・
・
・
」

真
紅
は
い
つ
の
ま
に
か
、
涙
が
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

真
紅
は
服
で
涙
を
拭
い
、
５
人
の
ほ
う
を
見
る
。

「
・
・
・
・
あ
り
が
と
う
・
・
」

「
ど
う
い
た
し
ま
し
て
」

ル
イ
ー
ゼ
が
軽
く
、
挨
拶
を
す
る
。
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「
で
も
さ
、
お
礼
に
・
・
い
い
よ
ね
？
」

ミ
ゼ
ル
が
、
お
い
し
そ
う
な
も
の
を
見
る
よ
う
な
目
で
真
紅
を
見
た
。

「
？
」

「
別
に
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

「
そ
う
？
じ
ゃ
あ
・
・
」

ミ
ゼ
ル
達
が
、
真
紅
の
周
り
に
寄
っ
て
き
た
。

「
い
っ
た
だ
き
ま
～
す
★
」

５
人
は
、
真
紅
の
頬
に
キ
ス
を
し
た
。

「
う
わ
っ
！
お
い
し
～
い
！
」

「
う
ん
・
・
す
ご
い
じ
ゃ
ん
」

「
え
？
え
？
え
ぇ
！
？
」

真
紅
は
何
が
な
ん
だ
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
キ
ス
さ
れ
た
こ
と
は
し
っ
か
り

覚
え
て
い
た
。

一
体
何
な
の
！
？
こ
の
人
た
ち
ぃ
～
～
～
～
！
！
！



13

第
一
編
　
１
－
１
（
後
書
き
）

ち
な
み
に
、
「
グ
レ
ン
」
は
、
「
グ
」
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け
て

　
・

「
グ
レ
ン
」
と
呼
ん
で
く
だ
さ
い
！
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１
－
２
　
（
前
書
き
）

う
～
～
～
～
・
・
書
く
の
遅
す
ぎ
て
、
眠
い
・
・
・
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１
－
２
　

何
な
の
！
？
こ
の
人
た
ち
は
ぁ
！
！
！

「
ん
っ
！
う
ま
か
っ
た
」

と
ミ
ゼ
ル
。

「
う
ん
。
今
ま
で
の
中
で
一
番
だ
ね
～
」

レ
ー
ジ
。

「
そ
だ
な
」

と
キ
セ
。

「
お
い
し
～
！
！
」

と
ナ
キ
ア
。

「
す
ご
い
・
・
「
黄
金
果
実
」
の
中
で
も
、
レ
ベ
ル
高
い
ほ
う
じ
ゃ
ん
？
」

ル
イ
ー
ゼ
。

「
・
・
・
お
・
・
黄
金
果
実
？
」

真
紅
は
顔
を
真
っ
赤
に
し
な
が
ら
も
、
聞
く
。

「
う
ん
。
こ
の
世
界
、
「
オ
ー
リ
エ
ン
」
に
は
、
黄
金
果
実
と
言
っ
て
、
と
て

も
甘
く
て
お
い
し
い
、
生
気
が
あ
る
ん
だ
。
そ
れ
を
黄
金
果
実
っ
て
い
う
ん
だ

！
こ
の
黄
金
果
実
の
上
位
ラ
ン
ク
に
は
、
貴
族
と
か
の
お
偉
い
人
方
し
か
い
な

い
ん
だ
け
ど
・
・
人
間
界
っ
て
、
凄
い
ん
だ
ね
！
と
い
う
わ
け
で
も
っ
と
食
べ

さ
せ
て
！
」

「
え
？
」

真
紅
は
飛
び
掛
っ
て
く
る
、
ミ
ゼ
ル
に
驚
い
た
。
が
、

「
や
め
ろ
。
大
体
コ
レ
は
オ
レ
が
見
つ
け
た
ん
だ
」

キ
セ
が
ミ
ゼ
ル
の
首
を
掴
ん
で
言
う
。

「
え
～
～
～
～
～
！
？
独
り
占
め
は
ダ
メ
な
ん
だ
よ
～
～
～
！
！
」

「
オ
マ
エ
に
だ
け
は
言
わ
れ
た
く
な
い
」

「
そ
う
だ
よ
、
ミ
ゼ
ル
。
人
疑
義
が
悪
い
よ
」

「
ち
ぃ
～
～
～
～
～
・
・
じ
ゃ
あ
、
今
度
貸
し
て
！
」

「
さ
あ
ね
」
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キ
セ
が
、
薄
く
笑
い
な
が
ら
言
う
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
で
、
お
取
り
込
み
中
悪
い
ん
だ
け
ど
・
・
」

真
紅
が
、
話
を
遮
っ
た
。

「
あ
た
し
、
元
の
世
界
に
帰
り
た
い
ん
だ
け
ど
・
・
」

「
な
ん
で
？
」

キ
セ
が
聞
く
。

「
え
っ
・
・
だ
っ
て
、
こ
こ
じ
ゃ
あ
・
・
」

「
無
理
」

と
無
表
情
で
、
キ
セ
。

「
う
ん
う
ん
」

腕
を
組
ん
で
、
ミ
ゼ
ル
。

「
そ
う
だ
よ
」

に
こ
や
か
に
笑
い
な
が
ら
、
ル
イ
ー
ゼ
。

「
嫌
だ
よ
」

口
を
尖
ら
せ
な
が
ら
ナ
キ
ア
。

「
僕
ら
を
置
い
て
く
気
？
」

涙
目
で
、
レ
ー
ジ
。

「
え
っ
？
と
・
・
言
わ
れ
ま
し
て
も
・
・
・
」

真
紅
は
戸
惑
う
。

て
い
う
か
・
・
そ
う
言
わ
れ
ま
し
て
も
・
・
。

「
つ
ー
か
、
あ
の
世
界
の
ど
こ
が
良
い
ん
だ
？
」

唐
突
に
キ
セ
が
言
っ
た
。

「
え
っ
・
・
・
？
」

真
紅
は
、
少
し
困
っ
た
。

「
別
に
・
・
・
・
・
・
・
・
で
も
、
あ
た
し
が
本
来
居
る
場
所
だ
っ
た
か
ら
・
・

お
父
様
の
行
方
も
捜
し
て
る
し
・
・
・
・
・
・
・
」

「
で
？
そ
れ
で
？
も
し
か
し
て
、
ん
だ
け
？
」

キ
セ
が
つ
ま
ら
な
そ
う
に
言
う
。
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「
・
・
・
お
父
様
を
探
し
て
る
」

「
ふ
～
ん
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
つ
ま
ん
ね
ぇ
・
・
人
生
」

「
お
父
様
を
探
し
て
る
の
は
、
あ
た
し
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら
。
雛
桜
だ
っ

ひ
な
さ
く
ら

て
、
青
月
菜
も
赤
月
菜
も
・
・
そ
れ
に
・
・
・
幻
影
草
も
・
・
み
ん
な
を
侮
辱

あ
お
づ
き
な

あ
か
づ
き
な

げ
ん
え
い
そ
う

し
て
い
る
よ
う
な
も
の
よ
」

真
紅
は
、
キ
ッ
、
と
キ
セ
を
睨
む
。

「
で
？
」

「
キ
セ
・
・
・
オ
マ
エ
い
つ
も
納
得
行
く
ま
で
、
聞
き
返
す
・
・
悪
い
癖
だ
よ
」

キ
セ
は
ル
イ
ー
ゼ
の
方
を
少
し
向
い
た
。

「
だ
っ
て
よ
、
つ
ま
ん
な
い
じ
ゃ
ね
ー
か
。
た
だ
、
人
探
し
の
た
め
に
人
生
費

や
す
の
っ
て
。
な
ん
だ
か
、
し
ん
ね
ー
け
ど
、
オ
レ
だ
っ
た
ら
探
さ
な
い
で
、

今
を
生
き
る
ぜ
？
」

キ
セ
は
ル
イ
ー
ゼ
に
、
言
い
返
す
。

ま
あ
、
確
か
に
人
探
し
の
た
め
に
人
生
費
や
す
人
は
珍
し
い
だ
ろ
う
。

き
っ
と
、
１
ヶ
月
・
・
・
せ
め
て
、
１
年
も
か
か
れ
ば
諦
め
る
。

諦
め
な
い
人
は
別
だ
が
。

「
で
も
、
あ
た
し
た
ち
に
は
、
お
父
様
の
記
憶
は
無
い
。
有
る
と
し
た
ら
・
・

「
優
し
く
て
暖
か
い
人
」
っ
て
こ
と
ぐ
ら
い
な
の
。
そ
れ
に
見
つ
け
た
ら
言
い

た
い
の
・
・
・
」

「
な
ん
て
？
」

ミ
ゼ
ル
が
珍
し
く
真
剣
に
聞
き
返
す
。

「
な
ん
で
、
こ
ん
な
「
不
完
全
」
な
の
？
っ
て
・
・
」

「
・
・
・
・
・
と
こ
ろ
で
な
ぜ
、
不
完
全
だ
と
分
か
る
の
？
」

ル
イ
ー
ゼ
が
、
本
を
持
ち
な
が
ら
言
っ
た
。

真
紅
は
、
ぐ
っ
、
と
言
葉
に
詰
ま
る
。

「
そ
・
・
・
・
そ
れ
は
・
・
・
・
」

「
良
い
じ
ゃ
ん
、
別
に
答
え
た
く
な
け
れ
ば
」

キ
セ
が
、
無
愛
想
に
言
う
。
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「
ど
う
せ
、
つ
ま
ん
ね
ー
こ
と
な
ん
だ
し
」

今
ま
で
我
慢
し
て
い
た
、
真
紅
が
キ
レ
た
。

シ
ュ
ッ
、
と
キ
セ
の
目
の
前
を
赤
い
も
の
が
猛
ス
ピ
ー
ド
で
通
り
過
ぎ
た
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
何
？
」

「
何
じ
ゃ
な
い
、
ア
ナ
タ
・
・
・
・
・
・
・
残
酷
」

「
残
酷
？
そ
う
だ
な
、
そ
の
通
り
だ
よ
。
で
？
こ
れ
は
な
に
？
」

キ
セ
が
、
壁
に
突
き
刺
さ
っ
た
薔
薇
の
花
び
ら
を
指
差
す
。

真
紅
は
、
肩
に
か
か
っ
た
髪
を
払
う
と
、
言
っ
た
。

「
あ
た
し
の
・
・
・
・
・
術
。
ま
あ
・
・
気
に
し
な
い
で
。
す
ぐ
見
れ
な
く
な

る
か
ら
」

真
紅
は
、
右
手
を
仰
向
け
に
し
、
胸
の
前
に
持
っ
て
き
た
。

す
る
と
、
ブ
ワ
ア
ッ
ッ
、
と
一
斉
に
薔
薇
の
花
び
ら
が
飛
ん
で
き
た
。

「
う
わ
っ
！
」

キ
セ
以
外
の
４
人
は
、
目
を
覆
い
隠
し
た
。

そ
し
て
、
し
な
や
か
な
薔
薇
の
花
び
ら
は
、
一
気
に
凶
器
と
な
り
、
キ
セ
に
向

か
っ
て
飛
ん
で
き
た
。

が
、
バ
シ
ュ
ッ
、
と
全
て
の
薔
薇
の
花
び
ら
は
粉
々
に
な
っ
た
。

「
剣
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
？
」

「
そ
う
、
コ
イ
ツ
は
雷
龍
だ
」

キ
セ
は
そ
う
言
っ
た
。

雷
龍
と
は
、
取
っ
手
に
大
き
な
黄
色
い
宝
石
が
埋
め
込
ま
れ
た
、
キ
セ
の
腰
ぐ

ら
い
の
高
さ
の
剣
で
あ
る
。

「
へ
～
・
・
・
ス
イ
ラ
ー
ム
！
」

真
紅
は
叫
ん
だ
。

す
る
と
、
神
秘
的
な
小
さ
い
少
女
が
出
て
き
た
。

『
何
で
し
ょ
う
、
ご
主
人
』

「
ス
イ
ラ
ー
ム
、
チ
ェ
ン
ジ
・
・
・
出
来
る
？
」

真
紅
は
、
薄
く
笑
い
な
が
ら
言
う
。
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『
お
ま
か
せ
れ
、
で
は
何
に
で
し
ょ
う
』

ス
イ
ラ
ー
ム
は
、
敬
礼
み
た
い
の
を
す
る
。

「
じ
ゃ
あ
・
・
・
ア
レ
」

真
紅
が
指
差
し
た
の
は
、
キ
セ
が
も
っ
て
い
る
剣
で
あ
っ
た
。

『
ア
レ
で
す
か
？
お
任
せ
く
だ
さ
い
』

ス
イ
ラ
ー
ム
は
そ
う
言
う
と
、
赤
く
光
り
始
め
、
気
づ
い
た
と
き
に
は
も
う
キ

セ
の
持
っ
て
い
る
剣
に
変
わ
っ
て
い
た
。

「
な
っ
？
」

「
ど
っ
？
ス
イ
ラ
ー
ム
の
チ
ェ
ン
ジ
は
ぁ
？
」

キ
セ
は
、
呆
気
に
取
ら
れ
た
。

あ
っ
け

と
、
真
紅
は
可
愛
ら
し
い
声
で
笑
い
始
め
た
。

「
あ
は
は
は
っ
！
や
っ
ぱ
、
こ
の
瞬
間
大
好
き
！
だ
っ
て
、
皆
か
な
り
驚
く
ん

だ
も
ん
！
」

真
紅
は
し
ば
ら
く
笑
っ
て
い
た
が
、
と
う
と
う
、
先
行
で
飛
び
出
し
て
い
た
。

驚
い
て
い
て
、
動
け
な
か
っ
た
キ
セ
だ
が
、
間
一
髪
で
避
け
た
。

だ
が
、
真
紅
は
近
く
に
あ
っ
た
木
を
使
っ
て
、
キ
セ
の
い
る
方
向
へ
飛
ん
で
来

た
。

「
く
っ
・
・
・
・
・
・
」

キ
セ
は
、
空
中
で
真
紅
の
剣
を
抑
え
る
。

キ
イ
イ
ィ
ィ
ィ
ン
ッ
、
と
高
い
音
が
す
る
。

二
人
は
同
時
に
、
地
面
に
着
い
た
。

そ
の
刹
那
の
時
間
に
、
真
紅
は
叫
ん
で
い
た
。

「
薔
薇
の
刃
よ
、
相
手
を
切
り
刻
め
！
」

そ
の
瞬
間
、
扉
が
現
れ
た
と
き
の
よ
う
に
、
魔
法
陣
が
現
れ
た
。
そ
れ
も
今
ま

で
の
中
で
一
番
大
き
い
と
い
う
ほ
ど
大
き
い
、
魔
法
陣
。

そ
し
て
、
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
・
・
・
し
だ
い
に
速
く
、
魔
法
陣
の
外
側
が
回

る
。

そ
の
時
、
も
の
す
ご
い
量
の
赤
い
刃
が
キ
セ
に
向
か
っ
て
、
飛
ん
で
き
た
。
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「
キ
セ
！
」

４
人
は
叫
ん
だ
。

だ
が
、
ル
イ
ー
ゼ
は
見
つ
け
た
。

真
紅
が
小
さ
く
呟
い
て
い
る
の
を
。

３
人
に
は
聞
こ
え
な
か
っ
た
が
、
ル
イ
ー
ゼ
に
聞
こ
え
た
。

「
そ
し
て
、
そ
の
直
前
で
消
え
去
れ
」
と
。

真
紅
は
も
と
も
と
、
相
手
を
傷
つ
け
る
気
な
ど
無
か
っ
た
。

た
だ
、
あ
い
て
と
遊
び
た
か
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

薔
薇
の
刃
が
直
前
ま
で
来
た
と
き
、
キ
セ
は
１
歩
引
い
た
。

そ
れ
は
、
こ
の
世
界
に
来
て
、
初
め
て
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

そ
の
瞬
間
。

さ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
っ
っ

見
事
に
、
薔
薇
の
刃
は
砕
け
散
っ
た
。

そ
し
て
、
し
な
や
か
に
散
っ
て
い
っ
た
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

キ
セ
は
状
況
が
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
よ
う
や
く
分
か
っ
た
。

―
―
自
分
が
助
け
ら
れ
た
と
。

「
は
あ
ぁ
～
～
～
・
・
・
」

キ
セ
は
大
き
く
た
め
息
を
す
る
。

そ
し
て
、
キ
セ
は
雷
龍
を
消
す
。

「
負
け
。
オ
レ
の
負
け
」

真
紅
は
、
ス
イ
ラ
ー
ム
を
自
分
の
体
に
戻
す
。

そ
し
て
言
っ
た
。

「
つ
ま
ら
な
い
」

い
や
、
言
お
う
と
し
た
。

「
楽
し
か
っ
た
よ
」
と
。
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し
か
し
、
今
。
真
紅
の
声
で
は
無
い
、
冷
た
い
声
が
聞
こ
え
た
。

バ
ッ
、
と
真
紅
が
振
り
返
る
。
そ
の
刹
那
の
時
間
。

グ
レ
ン
は
、
真
紅
の
首
を
掴
ん
で
、
持
ち
上
げ
た
。

グ
レ
ン
の
方
が
少
し
背
は
大
き
い
。

な
の
で
、
ほ
ん
の
少
し
だ
が
、
真
紅
は
宙
に
浮
か
ん
だ
。

「
ケ
ホ
ッ
！
く
・
・
・
く
る
し
ィ
・
・
」

真
紅
は
、
苦
し
そ
う
に
言
う
。

「
キ
ミ
っ
て
、
本
当
に
馬
鹿
だ
ね
。
殺
し
ち
ゃ
え
ば
良
い
ん
だ
。
こ
ん
な
ク
ズ
」

「
ウ
ゥ
・
・
・
い
・
・
い
や
ぁ
・
・
・
」

真
紅
は
、
苦
し
そ
う
に
顔
を
し
か
め
な
が
ら
言
う
。

「
あ
っ
そ
。
ま
あ
い
い
や
、
ボ
ク
は
食
事
が
出
来
る
だ
け
で
も
」

グ
レ
ン
は
そ
う
言
っ
て
、
真
紅
の
唇
に
自
分
の
唇
を
押
し
当
て
た
。

「
ふ
う
っ
！
？
」

「
！
」

キ
セ
・
そ
の
他
の
仲
間
は
驚
い
た
。
が
、
一
番
驚
い
た
の
は
真
紅
本
人
で
あ
ろ

う
。

グ
レ
ン
は
「
食
事
」
と
言
っ
て
い
た
。

そ
う
、
グ
レ
ン
の
食
事
は
、
生
気
を
吸
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
、
「
黄
金
果
実
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
な
お
さ
ら
食
べ
た
く
な
る
。

グ
レ
ン
は
、
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
、
真
紅
か
ら
離
れ
た
。

「
ご
馳
走
様
。
お
い
し
か
っ
た
よ
、
と
て
も
。
そ
れ
じ
ゃ
、
ま
た
。
・
・
そ
う

そ
う
、
コ
レ
・
言
っ
と
く
よ
」

グ
レ
ン
は
紅
蓮
の
炎
に
半
分
体
を
入
れ
な
が
ら
言
っ
た
。

「
キ
ミ
の
父
親
は
、
偶
然
キ
ミ
を
「
不
完
全
」
に
し
た
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
最
初

か
ら
「
不
完
全
」
に
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
ん
だ
よ
。
計
画
に
書
い
て
あ
っ
た
」

―
―
ズ
キ
ン
ッ

心
が
痛
ん
だ
。

「
え
・
・
・
？
嘘
・
・
・
・
・
・
お
父
様
が
・
・
・
？
」
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「
嘘
だ
と
思
う
な
ら
聞
い
て
み
る
と
い
い
。
ど
こ
に
い
る
か
は
教
え
ら
れ
な
い

け
ど
ね
、
じ
ゃ
っ
」

グ
レ
ン
は
、
炎
の
中
に
消
え
て
い
っ
た
。

夜
、
真
紅
は
一
人
、
池
の
場
所
に
居
た
。

こ
こ
は
、
最
初
に
ず
っ
と
い
た
場
所
。

真
紅
は
池
に
移
っ
て
い
る
、
三
日
月
を
見
て
い
た
。

こ
れ
は
、
完
全
な
も
の
。

だ
け
ど
、
欠
け
て
い
る
。

満
月
に
は
届
か
な
い
、
三
日
月
。

ほ
ろ
り
、
と
雫
が
落
ち
た
。

透
明
な
、
雫
で
あ
る
。

そ
の
雫
は
後
か
ら
後
か
ら
溢
れ
出
し
て
く
る
。

「
う
・
・
・
う
ぅ
・
・
お
父
様
・
・
・
・
・
酷
い
・
・
な
ん
で
・
・
な
ん
で
ぇ

！
！
」

真
紅
は
、
地
面
に
へ
た
り
込
ん
だ
。

―
―
も
う
、
泣
い
て
い
る
意
味
さ
え
も
判
ら
な
い
。

「
真
紅
」

突
然
、
後
ろ
か
ら
声
が
か
か
っ
た
。

キ
セ
で
あ
っ
た
。

真
紅
は
、
少
し
後
ろ
を
向
い
た
。

キ
セ
は
眼
を
赤
く
し
て
い
る
、
真
紅
に
驚
い
た
。

「
大
丈
夫
か
？
」

キ
セ
は
心
配
そ
う
に
、
手
を
差
し
出
す
。
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し
か
し
、
真
紅
は
そ
の
手
を
無
視
し
て
、
キ
セ
に
抱
き
つ
く
。

「
キ
セ
・
・
・
な
ん
で
・
・
？
お
父
様
は
な
ん
で
あ
た
し
を
・
・
・
？
」

真
紅
は
決
壊
し
た
ダ
ム
の
よ
う
に
涙
が
あ
ふ
れ
、
も
う
ど
う
に
も
す
る
こ
と
が

出
来
な
い
で
居
た
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
判
ら
な
い
」

キ
セ
は
、
真
紅
を
な
だ
め
て
あ
げ
る
事
し
か
出
来
な
い
。

そ
の
間
に
も
、
真
紅
は
泣
き
続
け
る
。

し
ば
ら
く
、
こ
の
状
態
が
続
い
た
。

キ
セ
は
よ
う
や
く
落
ち
着
い
た
、
真
紅
を
強
く
抱
き
し
め
る
。

「
大
丈
夫
。
皆
つ
い
て
い
る
」

キ
セ
は
呪
文
の
よ
う
に
繰
り
返
す
。

真
紅
は
、
う
ん
、
と
肯
い
て
い
る
。

し
ば
ら
く
、
真
紅
は
黙
っ
て
い
た
。

そ
し
て
、
唐
突
に
言
っ
た
。

「
キ
ス
、
し
て
い
い
？
」

「
は
ぁ
？
」

キ
セ
は
呆
気
に
取
ら
れ
た
が
、
「
し
ょ
う
が
な
い
な
ぁ
」
と
い
う
顔
を
し
た
。

不
完
全
な
三
日
月
の
夜
。

二
つ
の
影
が
、
一
つ
に
重
な
っ
た
。

し
か
し
二
人
は
知
ら
な
い
。

そ
の
裏
で
は
、
今
、
大
変
な
こ
と
が
起
こ
ろ
う
と
し
て
い
る
。



24

１
－
２
　
（
後
書
き
）

な
ん
か
、
グ
レ
ン
と
紅
蓮
が
続
け
て
出
た
よ
ね
？
ダ
ジ
ャ
レ
じ
ゃ
な
い
か
ら
ね

！



25

　
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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